クロナゼパム，クロニジンを用いた睡眠時ブラキシズムに対する薬剤効果について-二重盲検ランダム化比較試験- by 酒井 拓郎
学位論文内容要旨（甲）
論文題名














2夜目を baselineとし SBの確定診断を行った.3夜目以降の 3夜にクロナゼパム（1.0mg），クロニジン
(0.15mg），プラセボの 3種の薬剤をラテン方格法によりランダムに割り付けた．服薬間隔は 2週間以上
とした.3.睡眠構造の解析：睡眠構造の解析はAmericanAcademy of Sleep Medicineのガイドライン（2007)
に準拠して行った.4. SBの筋活動の解析・投薬による効果は， baselineの1時間当たりの SBエピソー





(paired t t田t, Wilcoxon signed-rank test）ならびに薬剤関（分散分析法と多重比較法）の差を有意水準5%
で検定した．
［結果］ RMMAindexは3種類の薬剤すべてでbaselineと比較して有意に減少した．それらの減少率（対
baseline比）を比較すると，クロニジン投与時が最大であり（56%），クロナゼパム（20%）とプラセボ（28%)
のいずれより有意に大きく減少した．睡眠構造への影響は，クロニジン投与時に睡眠ステージ REMが
有意に減少したが他では認められなかった．自律神経活動への影響は，いずれの薬剤でも SBエピソー
ド直前にR”R間隔が有意に短縮し交感神経活動が光進する傾向が認められた．しかし，クロニジン投与
時のR-R間隔はプラセボおよびクロナゼパムと比較して有意に長く，交感神経活動の抑制が認められた．
［結論］ SBに対して服薬によるプラセボ効果が存在する可能性が示唆された．また，クロナゼパムの
SB抑制効果はプラセボ効果と同等であったが，クロニジンにはより強い SB抑制効果が認められ，その
効果発現には交感神経活動の抑制が関連している可能性が示唆された．
